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統
合
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ゾ
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に
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る
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に
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を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
中
谷
一
馬
君
提
出
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合
型
リ
ゾ
ー
ト
（
Ｉ
Ｒ
）
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
八
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す

る
基
本
方
針
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
を
含
む
関
係
行

政
機
関
の
長
と
の
協
議
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
同
条
第
四

項
の
規
定
に
基
づ
く
公
表
の
時
期
は
、
現
時
点
で
は
決
定
し
て
い
な
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

令
和
三
年
一
月
四
日
か
ら
同
年
七
月
三
十
日
ま
で
と
し
て
い
る
法
第
九
条
第
十
項
の
政
令
で
定
め
る
期
間
の
案
に
つ
い
て

は
、
観
光
庁
が
令
和
元
年
九
月
に
実
施
し
た
「
区
域
整
備
計
画
の
認
定
申
請
に
係
る
意
向
調
査
」
に
お
い
て
「
区
域
整
備
計

画
の
認
定
申
請
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
、
又
は
検
討
し
て
い
る
。
」
と
回
答
し
た
都
道
府
県
等
（
法
第
六
条
第
一
項
に
規
定

す
る
都
道
府
県
等
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
か
ら
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
上
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、

引
き
続
き
、
こ
れ
ら
の
都
道
府
県
等
の
準
備
状
況
や
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、
適
切
に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
。 



 

２ 

 

三
及
び
四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
当
初
の
事
業
計
画
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
お
尋
ね
の
「
Ｉ
Ｒ
の
開
業
時

期
」
に
つ
い
て
は
、
法
第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
定
複
合
観
光
施
設
の
建
設
に
要
す
る
期
間
等
を
踏
ま
え
、
二
千
二
十

年
代
後
半
と
な
る
と
想
定
し
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
法
に
基
づ
き
必
要
な
準
備
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。 


